
慣行食と健康の相関関係の研究（その 1)

パ
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Studies on the Correlationship between Food Habits and Health (P t. 1) 

— On the basis of the investigation at Iwa te -Ma chi -

TERU TAKANOHASHI 

は しがき

我々の寿命は成長完成年令の 4 倍から 5 倍，即ち 80 才から 100 オまでと言われているが，環在の

平均寿命は全国平均男子65 オ，女子69 才となつており， 岩手平均は男子60才，女子63 オとなつてい

る．

この様に与えられた天寿を全う出来ないという 事は，我々の日常生活に於いて健康上何か不合理

性があるからと考えられる．

健康は生活の堀の風土条件に如何に対応しているか，その対応生活の良否が，夫々の健康差を作

り出すものと信じている，健康を支配している因子には，食物の様な内的因子と，仕事や気候の様

な外的因子があげられるが， ここでは特に関係の深い食物を主体にして考察する．

食物は健殿を保持し発展する為に個々に行われる ．然しその食物の態様は部落的 ・地域的・国民

的の類型をもつている．それは一つの集団が歴史的に形成したものであり，慣行として成立したも

のである ．勿論食物は個々の趣味によつて，性別年令別によつて夫々異る態様をとるぺきであり，

叉とつている ． しかしそれにもかかわらず食事は平常食に於いても晴食に於いても一つの類型をも

つている ．その為に食物が個々の伸質に対応してとるべきであるのに，類型によって仕方なしに適

応を強いられている堤合が多い．それは食物が共同体村落の人々の共通意志を形成する為に行われ

た，共同飲食から 生れたものである為，食物形熊が集団食として類型化される様になった為であ

る．私はこれを慣行食と定義したいと思う．

人間の健康はー朝ータに決るものではなく，永年の食生活の良否，対応生活の仕方の良否によつ

て決定されるので，その地帯に歴史的に習慣として成立した食物構成によつて判定する事が可能と

なる．従ってここでは個々の特殊な栄養摂取，形態が問題なのではなく，その国その村の集団的慣

行として成立している食事態様が問題であり，それが研究対象となつている．即ち慣行食と健康と

の相関関係が問題である．健康との相関は，この慣行食との関係に於いて成立するのであり，その

関係を分析するのが目的である．

慣行食にはその地帯の生産作業様式を基盤と して成立したもの，その部落の仏教や宗教的な行事

によつて成立したもの等，色々なタイプがある．従ってその国，その村の健康を支配している食生

活との関係をみる場合は，調査地域の慣行食のタイプを把握する必要がある．

岩手県に於いて主食の生産様式から慣行食を分類すると ，米生産食地帯 ・麦生産食地帯 ・稗生産

食地帯の三つに分類することが出来る．叉商工業者の人間集団の生活の場である都市は，主食は金

で入手する為，購入食地帯となる．

この研究によつて，我々日本人の成立せしめた慣行食が，現在の日本人の健康を如何に維持存続
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発展さ せてい るか，叉どの様な＇慣行食が人生の過程に於 いて，如何なる病気を発生さ せ るか，叉苦

しまずに人生を全うする 病気の推定まで可脳となるとすれば，我々人生の食物 と健康の ）） リキ ラム

が成立 し，その対策も考え られるのである ．

調査方法

岩手町に於ける慣行食と健康 との相関関係を抽出する為に，岩手町役場の協力により ，地域を三

地域にわけ，地区毎に調査農家を指定し，各家庭を肋問して聴取調査を行いその翌料にもとづいて

分析した．

栄養と健康 との相関の因子の究鰐については，諸学者の説と相違する点については，実態調杏に

忠実に検討を加え，尚不審の点はラッテの飼育試験によ つて，栄養化学的に紐究を加えた．

調査村の実態

調査の対象 とした岩手町は，岩手県岩手郡に所在し，昭和30年の町村合併以前は沼宮内町・ 御堂

村 ・川口村の 1 町 2 ヶ村によって梱成されていた．その内から旧沼宮内地区・御堂地区・川 口のう

ちの北山形地区をとった．岩手町は面和 35 3. 98k m 2 で爽羽北上両山脈の接触した狭溢部を北上川

が従貫している ．従つて北東部は 800 ~ 900 m の山岳に包まれ，南西にゆるやかな傾斜地が展開 し，

耕地の大部分は ここに展開 している． しかし全体と して山林勝［野が大部分 (76. 7彦）を 占め，耕地

は僅かに ( 9. 9%) にすぎないその耕地も畑が大部分で，水田は僅かにすぎない． しかもその所

有反別は 1 戸当り 1 町内外の零細経営となつている．

この三地域中，北山形地区は主穀式畑作経営を主と し， 稗．麦を主食とし冬期は炭焼を副業 とし

ている．御堂地区は水田を主とし， 米食を主件 としている． 沼宮内地区は田町時代から 人 口密度の

高い都市構成をもち ，この地方の中心的商工業都市を形成 していた．従つてその食事慎行 も地域の

特性を反映して夫々異った性格を示している ． その人口現象は大正 7 年の国勢調査に於ては12,922

間2.06 の成長率を示すようになった．こ の成長率は出生率の増加よりも死亡率のより急檄な減少に

もとづくもので，昭和24 年を 100 とすれば，同29年には出生が 76. 9に減少 したのに，死亡率は59. 8 

に激減 し，17 銘も死亡率が減少 した所に原因している ．即ち この様な死亡率の急激な減少は何に原

因 しているのか，こ の現象 とこ の地方との慣行食 ・風土が如何なる相関にあ るかを検討するのが，

分析の主たる 要因となった （第 1 ・2 表） ．

第 1 表

地 区 面 稼 総 数

岩手県 人 口 構 成表

昭 和 30 年

男 I 女 1 世帯数j一世硝人口 I一方粁当人口

沼宮内 1.54 5.2 03 12.49 7 2. 706 962 5.4 3.378 .5 

JI I ロ 160.75 5.6 62 2. 90 1 2. 761 890 6.4 35.2 

一方井 60 .63 4.44 9 2.2 57 2.1 92 67 6 6.6 73 .3 

御 堂 13 1.10 7.477 3.83 6 3.641 1.153 6.7 57.0 

計 354.02 22 .79 1 11. 491 11. 300 3.6 81 6.2 64. 3 
I 

（岩手町町勢要賀によろ）

第 2 表岩 手町人 口 成長 表

＼ 昭和24 年 昭和25 年 昭和26年 昭和27 年 昭和28年 ― 昭和29年

事項 人数 1 指 数 A、叫 指 数 1人数 1 指 数 人数 1 指 数 人数i指数 1人数 1指数

生 93 5 10 0 .00 I 979 104. 70 88 2 94.33 88 4 94.54 817 . 87 .38 719 76.90 

亡 331 100 .0 0 255 77 .0 4 24 51 74. 04 1 245 1- 74. 04 1 2091 63.14 1 19 81 59.82 

（岩手町 町勢要裳による）

出

死
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慣行食と健康の相製関係の研究 （その 1 ) C煕括）

第一章 岩手町慣行食の構成

各地域の食物横成は生産横成によつて夫々曼に している． 北山形地区は畑作物中，大豆・小豆 ・

そば ・畜産物 ・煙草を換金作物として米と魚や調味料を睛入する楷成である ．御堂地区は キャベッ

・りんこ.. アスパラ・煙草を換金作物としているが米は自給出束るので，魚や調味料の購入が主に

なつており ，北山形地区に比較して隈入食品の質及び量が豊富になつている ．沼宮内地区は商工業

が主体であるので，購入食が主である ．次の表は各地区の食物檬成を!)規制している食品の調逹構

成表である（第 3 表 ・第 4 表） ．

第 3 表 岩手町北 山 形地区食品調逹構成表

類 1 自家消費率 1 商品化率 1 自家牛産率 I 揺 入 率種

米：

変

100 

゜
30 70 

大 100 

゜
100 

゜小 麦 70 30 100 

゜稗 90 10 100 

゜豆 30~40 60 ~ 70 100 

゜小 L 10 90 100 

゜農 )'―,ii •e 物 そ ば 50 50 100 

゜さ ,. If 10 ~ 20 80 ~ 90 100 

゜キヤベ ツ 10 90 100 

゜その他の野菜 100 

゜
100 

゜わ ら び 60 ヘ-70 30~ 40 100 

゜その他の 山菜 100 

゜
100 

゜＜ る み 100 

゜
100 

゜
畜韮物

海産物

牛乳

卵

魚

海裁

林 山 物 I 山 林

3

0 5 

90 

97 

50 

10 

100 

100 

゜゚
100 

酒

゜
100 

酢

゜
100 

l よ う油

゜
100 

そ の 他
み そ 100 

゜
100 

゜塩

゜
100 

砂 糖

゜
100 

菓 子

゜
10 0 

煙 草

゜
100 100 

゜(1959 年調査）
策 4 表 岩手町御 堂地 区宜品網逹構成表

種 類 自家消費率 商品化率 自家生産率

米 92 8 100 

大 麦

゜小 麦 65 35 100 

0

0 

100 

100 

゜

購 入 率

1 ) 食即行の規制条件の詳細は，腐紫テル ：近代食生活への演 (1959) P25. 
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そ ば

゜
100 

大 豆 97 3 100 

゜小 豆 90 10 100 

゜さ '> げ 94 6 100 

゜課 産 物 I キヤベ ツ 45 55 100 

゜り ん
ゞ 9 84 16 100 

゜
'----

じ やがし、も 95 5 100 

゜白 菜 80 20 100 

゜アスパラガス

゜
100 100 

゜その他の野 菜 100 

゜
100 

゜＜ る み 100 

゜
100 

゜牛 乳 11 89 90 lG 
畜 産 物

卵 100 

゜
100 

゜魚

゜
100 

海 産 物
海 裁

゜
100 

林 産 物 山 林 95 5 100 

゜酒 100 

゜酢

゜
100 

し よ う油

゜
100 

砂 糖

゜
100 

そ の 他
菓 子

゜
100 

塩

み そ 100 

゜
100 

゜煙 草

゜
1(;0 

゜
100 

(1959 年諜査）

食物構成を平常食・晴食・幽事食 ・鹿応食に分けて分析すると次の様である ．

1 . 平常食概成

(1) 地域別食品摂取量

農家の食物摂取は 1 年が単位となつており ，季節によつて差があるので，年間消費量から算出し

た．第 5 表は寿手町地域別食品摂取量である ．

第 5 表 岩手町の地域別食品摂取景 ( 1 人］．日） （単位 g)

＼地区別I 殻類 I動物蛋白質 I 拇菜類 調 味 料

椋準呈 24 8 6G 12 14 0 21 16 170 21 5 80 ？ 10 39 10 15 30 95 

北山形 243 103 481 41 2 1 206 263 31 4 2 10 2 ， 2 23 105 10 

御 堂 493 42 152 72 3 13 100 28'2 32 ］ 6 11 13 15 2 34 90 11 3 

沼宮内 419 10 0 1 84 10 1 I 36 41 16 4 152 5 8 18 10 28 4 12 45 173 

(1959 年調壺）

これによると前述（第 3 ・4 表） の食品調達構成と一致しており，北山形は稗の摂取量が一番多

く，じやがいも ・薩菜類が次に多くなつている．又魚の睛入力が少い為，自家食品の大豆製品味噌

によつて蛋白質を補給しているので，味唸の摂取量が最高を示している ．
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慣行食と健康の相関関係の研究 （その l) （殴蓄）

御堂は米生産地帯である為，米の摂取量が一番多く ，換全率が稗生産地帯よりも高いので，購入

食品である魚介類が多 く摂取されている ．卵類は北山形に於いては50劣換金されている 為，摂取量

が少いのに対し，御堂は iQQ j{, 自家消費している為摂取量が多くなっている ．

沼宮内はすぺて食品は睛入形疱である為，各種の食品がとられており ，栄養知識の普及度も二地

域に比較して高く ，白米を中心にして動物蛋白性食品の摂取量が一番高くなっている．

以上の三地域の食井摂取量を I) 標準量と比較してみると第 1 図の通りであるか，食品摂取量から

地域の慣行食の特色をあげると ，稗生産食地帯北山形は稗を主食と して，芋類を補食し，野菜と大

豆の食物瑞成である ．米生産食地弗御堂は，米を主食とし，魚卯と野菜類の食物構成である ．購入

食地弗沼宮内は，一般都市と傾向が同じで，米と 魚肉卯類の横成である（第 1 図） ．
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第一図

地域別栄養摂取量

以上の食品をどの様に削合して献立がなされ，栄簑がとられているかを次に分析してみると ，第

6・7 表の通りである ．

平常食の献立

岩手町地域別宜品摂取量指数

2 ， 

a 第 6 表 北山形地区平常食献立例

舟犬 立 品 備 老

飯 I稗と麦の混食

-~ 
" .,;<. 

( 1入 1 日平均 5.5 合）

1) イ 日本人栄養所要景の解説 脊源t肪会． ロ 科学技術庁資源腕杏会食糧部会

- - 25 -

1959 年 2 月改訂資料



味噌汁

漬 物

間 食

岩手大学学芸学部研究年報第 16 巻 (1960) 第 2部

冬期~ 4 月

時無大根の塞千，大根の葉，じやがし、も

山菜（フキ，ワラビ，ゼゾマイ，ウルイ）の乾干，塩漬

4 月~ 6 月

山菜，じやがいも ，ほうれん草

7 月~1 2月

夏冬

じやがし、も，きゆうり ，ねぎ，さ>げ

山東菜，入参，キヤベツ

たくあん， キヤベツ

きゆうり， 山東菜

じやが＼、も 700 ~ SOOg ( 7 ~ 8 ケ）

麦 餅 1合のもの 3 ケ

| そ ば 餅 1合のもの 3 ケ

と う き び 10 本

か ぽちゃ 1,2 00g 

・必らず実は二種で汁よ

りも実を多くする

山東菜とじや＼、も

じや＼ヽ もとねぎ

・じやがし、もを食ぺる期

間が長＼ヽ

I左記の分蛋は 1 人1 日分

(1959 年調査）

北山形は交通不便な為，自給食形態で，どの家庭 も同一の食事をと つている ．部落食といつても

過言ではないと恩う ．晴食に購入食が入る程度で倣．汁・漬物の献立慣行が集庄的に行われ，季節

によつてその内容が変化するだけである立雑殻は V.B1 が多く消化時間が早いので，間食が多 く

芋類・粉食がとられている（第 6 表）．

御堂は沼宮内に近く交通も便利であり，商品化率も高く 睛入力があるので，魚 ・油 ・卯を醒合し

た献立が行われている ．即ち北山形の板・汁 ・漬物慣行に対しで焼物か 2) 直用食物が酔合されてい

る油を多く購入 し，換金作物である キャベツの油炒め も普及している ．板・ 汁・漬物の基本慣行に

加わる献立はいづれも 短時間に出来る焼く料理 ・炒め ・料理直用食物が多い事は，呉村の一般的性

格を物語っている．股村の献立慣行は生産物や購入力，これを調理する時間等，即ち物と金 と労力

に よつて親制されるのである ．

沼宮内は睛入食である為，個々の家庭によつて夫々昇るものの献立が行われている．鮮魚も加工

食品も安易に入手出来るので，調理形態は三地域中一番複雑である．更に北山形 ・御堂の様に生産

労働に従事 してない為，調理の時間はあまり問題でない．従つてこの地域は一般の都市的性格を持

ち食品も献立慣行も多種多様であ る．

b 栄養摂取最

以上の献立慣行からとれる栄養摂取量は，北山形は稗洋食である為 V.B1 は3) 標準を上廻り汁か

らの野菜が多い為， V.C も多 くとられている ．但し動物性食品が不足しているので，動物蛋白質や

Ca は非常に低率である．

御堂は白米と稗の混食である 為，V. B1 も椋準より多くなつており ，酪股と共に乳類の飲用も高

＜魚や卯の摂取量が多い為，動物蛋白質は北山形の 2 倍になっているが，標準量にはまだ逹してい

1) イ岩田久敬： 食 品化学

ロ 神立 誠 ：食品 化 学
ノ、有山 恒 ：食品の生活科学

二楼 井芳人：総合 食 品

2) 殴背テル ：近代食生活への道

P 293. 

P 97. 

P 120. 

P 253. 

P 82. 

3 ) イ カロリ ー要求景 F .A.0 ヵロリ ー要求最算

定委員会第二回堪告．
ロ 栄登と食糧 Vo '.. 11. Ne. I P:36 1589. 
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慣布食，と他康の相脱関係の研究 （その 1) C磁背）

ないo. 牛乳と薗用食物として摂取されている 2' 小魚の佃煮によつて，C a 量を増している事は注目

に価する ．

沼宮内は都市型の傾向を持ち ，白米と魚の組み合せは三地域中動物性蛋白質の摂取量を一番高く

している ．但し 3) 野菜類の とり方が少い為， V.A ,V .C は一番低いのである ．叉白米食な為4JV. B1 

も不足である（第 7 表）．

第 7 表 岩手町地区別栄菱摂取最 ( 1 日1 回）

~Cal 蛋白質(g) V.A V ,B1 V .B 2 
地区別 総蛋白 1動物蛋白IP, 旨肪 (g) I Ca(~ g) F e( mg ) (I. U .) (m g)'( m g) I~ 心

ii :!: ロ

必要

北山

御

沼宮

(1959 年脚杏）

以上三地域の栄養横造は夫々健康に影響を与えているが．第三章で評述する事にする ．

(3) 年令別栄養摂取量

胎児期に要求するものり ，発育期に要求するもの，成人姐. 7) 老人期に要求するものとあるが，現

在の食慣行では，恢と汁の量で調節されるだけである ．従って質的な面では何等の考慮も払われて

いない家族平等の食事の意義を科学的に検討し，夫々の年令に於いて要求す る必要量を基準とし

た平等に切り換えていた ゞきたいのである ．厄年の風習は或意味では同一の食物によつて8) 年令で

要求する栄養摂取にア ンパラン スが生じて起るとも考えられるのである．次に人間の発育過程に従

つて述ぺてみる ．

a 胎児期

胎児期の栄養は母体から摂取されるので，班娠期の栄養が悪ければ胎児の発育が完全に行われな

い 調査によれば妍娠中特別な食物をとつている風習はあまりなく ，従って栄養摂取に於いても非

常にアンパラン スになつている．然かも北山形に於いては多産な人が多く ，栄養と妍娠回数の多募

は胎児のみでなく ，地域婦人の健康を害している（第 8 表） ．

b 乳児期

授乳嬬の要求量は

平常時よ りも高ま るのであるが，阪と汁の量を増すだけである ．良質蛋白質 -Ca・V .B 類 -V.C 等

に於いて特に低率を示している（第 8 - 9 表）

1) 岩田久敬 ：食 品 化 学
2 ) 同上

3) 同上

4) 同 上

5 ) イ 中川・ ニ国 ・吉川： 栄 養 学

ロ武藤静子 ：小 児栄姿学．

P 487. 
P '545 _ 

P 387 . 

P 5?9. 

P 37 0. 

6) 中川 ・ニ国 ・吉川 ：栄養学．

7 ) 速水決 ：案症生理概諭

8) 鷹括テル：近代食生活への道

9) 速水決： 栄羞生理柩論
10) 同上

--- 27 -- -

P 171. 

P 143. 

P 14 6. 

P 98. 
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第 8 表 北山形地 区 の出 涯期女阪慣．秤食

＼貧別
＼ 妊娠期行 .,貰食

献立＼
産僻期慣行食

第 9 表 北山形地区授乳期慣行食の栄萎摂取掻

援乳 期慎行 食

普通食 特別食 白米飯
献 t ｛みそ汁 I ＼五分弼

みそ汁

漬 物 白米 豆闊

塩魚 み そ 汁 人参

I やきふ 煮 千

立
梅干 焼魚（かれし 、）

飲物（甘酒）
I 

I . 妊康中の食事は家旅の平常食 ・禁止食品は多いが案羨品の潰行 床あげの式(、1 週問目）までは

備 と同じで飯 ・汁の蛋を増す程 はあまり行なわれなし、 以上の様な魚の多旅の平常食と

度 同じ

・分娩直蔀まで労働する 週閤となつて＼ヽ ろ 阪と汁の羅を増すだけ

山形地区平均 20日
考 御堂地区平均 30日

(1 959 年調査）

Ca l 蛋白質 (g) Ca (mg) V .A(I.U ) VB1 (mg) VB2 (mg) V.C (mg) 

I 
摂 取 掻 2733 98.0 648 4,15 0 1. 32 1. 02 18 

必要る最指 に 91.1 98 32.4 59 .3 66.0 51.0 12.0 
対す 数

(1959 年網査）

こうした授乳期の栄養猥取は股村の様に
第 10表 岩手町離乳食

家族数が多ければ，特定な者だけ特別食を 1 調布授季L I 
とる事はむづかしく ，殊に封建的家族制度 地区別 家庭 期間

（年） 1 

に於ける女の地位では，嫁だけ特別な栄養

食をとる事は不可能である ．こ れが都市の

様に家族構成が夫娯単位になり ，授乳嬬自

身に経済の主体性が出てくると ，栄養知識

さえあれば特別食を採取している傾向があ

る．乳児死亡率が都市程低率なのは，ここ

にも 原因がある と思う．

乳児後半期になると ，乳児は 母乳 以 外

の!)食物を要求 して くる ．是乳という流動

食から普通の固形食に移行するのであるが

 

離 乳 食

A 1 重湯
北 B 3 重渇

C 3 特別な し
山 D 3 II 

F、 3 II 

形 F 3 II 

御 II A ' 2 
白せんべし、，かんざらし，ビスケッ ト

B 1 牛乳，やぎ乳，かゆ，けずりぶ し，か
,.呈..., - C l 

か

(1959 年胴韮）

その地域の普通食が離乳食 とどの様な関係があるかによ つて色々 差が生 じて くる . 2) 稗は不消化で

ある為，母乳から普通の稗食に移るのには，相当の期間を必要とする ．所がその間母乳のみで間に

1 ) 武膵静子 ：栄菱ノ ート

2 ) 神立誠 ：食品化 学

P 79. 

P 102 . 
ロ岩田久敬：食 F 

口
11

ー 学 P 303 . 

28 ― 
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合わせている為，栄養が不足し，離乳期に発育がイ昏下しり，乳児特有の病気の罹患率が高くなって

いる現状である ．白米食地常 ・聘入食地帯はあまり問題はないが，稗食地料は考慮する必要がある

．北山形の授乳期間が長いのは，普通食が乳児に適さ ない為，自然に対応して行われた期間である

と考えられる ． （第10 表） ．

そこで稗食地帯程授乳期間が長く生後 G , 7 ヶ月頃から雌乳の必要が言われているにもかかわら

ず， 多忙な為生産食品の易消化調理 も出来ず，母乳だけに依存し，乳児の発育をおくらせている従

つて発育曲線の谷は離乳期前後にきている．

C 幼児・学童期

この年代は発育の一番吐盛な時代であるか，それに必要な2) 良質蛋白質 ・V. A・V. B 2 ・Ca は年

令によつて考慮されていない為不足している現状である ．

この傾向性は稗食地帯程強く，幼児 ・学童の発育は標準を遥かに下廻つているのである ．その他

の健康状態の比較は第三章で評述する（第11 表） ．

第 11 表 岩手町年 令 別栄 囃摂取量

---------、 栄 婆素

年令別
~Cal 蛋]喜 I脂心Ic¥mg) I F¥mg) I ci 合） \~ 塁） v.c 

(mg) 

> 必要 量 1850 55 30 500 10 4500 0.9 0 0 .90 53 

北山 形 1171 51 15 345 16 4881 1.02 0.16 53 

ヘ
7 御 堂 2073 88 37 6:!.5 13 4641 0. 72 0.82 59 
才
＼ノ 沼宮内 1400 65 25 500 14 ll 80 0.71 0.60 43 

成 70 ．I ． I 

必要塁： 30 I 600 10 4000 1.50 1.5 0 65 

期
北山 形 40 83 

i 

30 
145 27 371 39 5697 1.69 0.88 42 

才 御 堂 3000 95 30 
I 

565 10 4000 o.96 I 0.99 54 
中

： 

包 沼宮丙

3⑱ I 

2518 64 23 i 425 15 3450 1.20 0.80 154 

-

I 

老 必要量 2150 65 30 600 10 40 00 1. 30 1.30 

i 北山形 2596 69 15.5 329 24.6 5'.JOO 2.20 0.83 
記
才 御 堂 2260 70 30.0 343 11. 4 1000 0.91 0 .85 
軽
労 沼宮内 2277 80 44 306 13 .3 5440 1.63 0.93 
'---ノ

(1959 年調究）

D 成人期

65 

40 

65 

31 

3) 成人期の栄養は労作程度によつて考慮する必要かあるので，労働食の項にゆづる事にする ．第

11 表によれば，標準量に比較して大差のないのは成人期の栄養摂取量である従ってこの地帯の栄

養摂取は成人期を対象と した食慣行とも言えるのである ．

E 老人期

1) 高貞子 ：児 童学概論 P 62 . 

2) イ 蛋白質化学 2 巻．

ロ SJBach; The mctaboeisu of proten 

Const ituents 

3) イ脱 拭：近代食生への逍 P 146. 

ロ中 JI I他：栄萎化学 P 425 . 

_.,、 小池五郎 ：人体生理と栄泰 P 308. 

--- 29 ― 
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老化現象の表われる 42 オ以後の食物及び栄餐投取は，42 オの厄年を払い長寿を保つ為の必須条件

であるが，厄年払いの行事はあっても食物の変化はあまり考えられていない．この I) 老化現象期に

必要な栄養素は ビタミン・無核質 であるが，これは逆に雑穀野菜食の稗生産食地幣程多くとられて

いる．都市的傾向を持つ食物構成は蛋白質 ・脂肪は充分であつても，野菜や雑穀か少いので標準を

下廻り， 特に ビタミン 類が欠乏しているのである ．要するにこの三地域では稗生産食地帯北山形は

老人期の栄養摂取に避iする様に憤行食か成立しており ，賭入食地帯沼宮内は発育期に避する良質蛋

白質を多含する慣行食であるという事が出来る．米生産食地幣は米に雑穀の混入する度合，即ち畑

作率の多少によつて，発育期と老人｝計の癌否の慎行食が成立 してくるのである ．

以上年令別栄養梱成について述べ たが，人生のとの年代にその地帯の慎行食に問題があるか，そ

の迦否は年令別病気発生状態によつて更に検討を加える事とする ．

2 睛食構成

幽村に於いては平常食の不足を晴食によつて補完している状態である ．従つて平常食構成だけで

云々する事は問題である．第12 表は岩手町晴食構成である ．

地区別年中行事を行う日

正 月
沼

盆

宮
お 祭 り

節 旬

内
彼岸（春・秋）

田 植

正 月

小 正 月

御 節 句

む け 節 旬

盆

8 . l 5 夜

褪 神 様
堂 お 祭 り

秋 仕 舞

年 取

正 月

( 1 ~ l 4 日）

七年がゆ
小 正 月

北
2 月正月

招生の節旬

第 12 表 岩手町地区 別 睛 食 表

食 物

主 食 I 副食及飲物

餅（ごま， くるみ，小豆，雑煮） 煮（凡煮豆， なじ ます，魚，甘酒
米 2 , こう 1 ) 

赤飯 煮乙天ぶら， 魚

すし（のり巻き，にぎり ，1 なり） 煮C乙ゆで卵，夏みかん，かど
にしん）

赤飯 煮パ魚

赤餅飯（送（初彼彼岸岸））だんこ・（中彼岸）

餅（小豆） 魚（夜）煮パおひたし

餅 雑煮，なます

餅（豆， ごま，小豆）

餅又はそば，小豆飯 煮パと うふ汁

餅又はそば

餅叉は赤飯 煮凡 油 いため，きうり なます

赤餅 煮凡とうふ汁

だんこか 煮 P" , 天ぷら

赤飯，餅

餅（小豆，くるみ，こま） なます，とうふ汁，とうふ和え

白米飯 おひたし

餅（こま， 小豆き， そば粉きり` ）きみ
まんじゅう（ みの ，小豆汁）

みそ汁，酒

か餅けばつと（そば餅，あわ餅， き
み ， きみ団子） ，うとん

あわ餅，米餅，いと こ餅（あわ米） 煮ひ付き， かんぴ煮よ付うのくるみ和え ，
ひ こんぶの ，酒

そば料理，うどん 吸物

赤飯（小豆だんこう みそ汁，酒

1 ) 速水決：栄婆生理概論 p 171. 

-—- 30 --一

備 考

3 日間魚肉卵類を
全然食べなし、

3 月16 日

だんごは手数がか
>るため餅になり
つ>ある

昔は毎月 1 日，
15日は休み
小豆飯を食ぺた



慣行食と健康の相関関係の研究 （その 1 ) C鷹括）

農 神 様 小豆だんこ＊ 酒

端午の節句 白米飯 みそ汁，涯 I屋さ根すにしようぶを

山 Iや ＜ し様 白米飯 みそ汁，吸物

七 日 目 赤 飯 きゆうりなます，茄子の油炒め

盆 (14 ~ 16 日） 赤飯飯，そうめん， そばき IJ' 白米 きゆうりなます，煮酒付，茄子の
油炒め，みそ汁，

花 見 白米飯 みそ汁

彼岸 (1 週問） あわ餅，赤飯 煮p<' 吸物，みそ汁，酒

形 1 9 月餅 あわ餅（小豆餅） 大根おろ し， みそ汁，酒
(9 月19 ~ 20 日す） 
えび 白米餅 大根おろ し，みそ汁

大黒様の年取 白米，豆入飯 魚料理，みそ汁酒

5 日 えびす 白米飯 魚， （塩引き）魚料理，酒

山 の 神様 白米飯 吸物，小血 (3 ~ 5) . 酒 1山師逹が特に祝う

お ひ ら 様 おひら団子 （きみ，米） 豆腐みそ汁，酒

年 取 白米飯 みそ汁，吸物，小血 o ----- 5) I, 支神様にあける

(1959 年調査）

I) 湘政時代までは晴食の内容は，生産食品で工夫され，貯蔵食混や粉食形態で栄養にバラ シスが

与えられていた硯代の晴食2) はそれに購入食品が加わり尚一層栄養食の条件が完備してきてい

る．第12 表によると北山形は昔の型をとり，御堂 ・沼宮内は近代化された晴食である ．

晴食は平常と相関関係にあり，平常の単純な地帯程，晴食回数が多くなっている（第 12 表） ・

北山形は畑作地帯で年間労働も激 しく ，購入食品も充分摂取出来ないので，労働を休む晴の日を中

心に生産食品の粉食調理がなさ れている ．第 13表でも分かる通り ，御堂・ 沼宮内に比較して，競＜

程晴食の主食形態が多種多様である ．

第 13 表 岩手町晴 食 の 主 食 形 態

地 域 餅 l稗餅 1きひ餅 出g1 そ:'j とんi青夏夏

北山 形 35 q 4 2 I 13 4 1 3 11 11 10 1 

御 堂 12 1 3 S i 

沼宮内 6 2 3 1 2 I 2 

(1959 年調杏）

この事からも晴食は平常時生産労働の為，闘理に時間をかける事が出来ない食品に，充分に時間

と労力をかけて易消化食とし，酒や調味料を配分して消化吸収を促進している事が分かる ．家計上

平常家族全員が要求する だけの魚肉は与えられないので，睛の日にはこの食品も取り抽え，その地

域の食品を完全食化して栄養素のパラ ンスを考えた慎行食とも言えるのである ．第 2 図に示 した通

り，平常食と睛食の食品摂取量の差は，自給食品で平常食を構成している地帯程，叉購入率の少い

地帯稗差が多いのである（第図 2 参照） ．

以上の事 から晴食はその地帯の集団的に摂取可能な栄養であると考えるので，晴食の平常化は近

代栄養学からみた新しい慣行食にもなるのである ．その為には，妹人の労働時間の問題 3 ) • 購入力

1) 森蒜兵衛 ：岩手を作る人々

2) 鷹背テル ：近代食生活への道

P 27 2. 

P 94 . 
3) イ速水快 ：栄疫生理概論

ロ 大西清治：労働医学堕論．

- - 31 -

P 165 . 
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第 2 図 岩 手 町 平 常 食晴食対比図

の問題を解決しなければならないのである．親在の晴食の周期は平常食の簡略な地帯程多いのであ

るが，北山形の場合10 日に 1 回の割合で晴食が行われる．これでは栄務の補給にはあまり周期が長す

ぎるのである，蚕白質は毎食完全食でなければ下合理な捩取法になるとまで言われているから， 30

食中 1 回の動物蛋白質の摂取では問題が多すぎる のである．そこで晴食慣行を平常食慣行に移行出

来る様研究すべきである．

3 労働食構成

労働時の食物は，その l, 労作程度によつて食物の質及び量が決められるのであるが，労働食の一

般的傾向は主食に依存するだけである．従つて稼働年令によつて主食の摂取量が決まるのである ．

調査結果では， 36 オ ~,40 オが最高で稗の娯取量 1升となっている．次が40才~50 オと中学生で 1 日

6 合50 才以上になると 5 合位になり ，労働量も 30才代に比較 して半減すると言われている．

次の表は岩手町年間労慟の種類であるが，男子の場合は山仕事が激労になつて居り ，一番労作程

度が強いのである ．従って主食の摂取量は 1 日1升 2 合となついている ．副食は塩魚とみそ汁程度

食べると言っている ．労働時間は夏は14 時間，冬の娯閑期は 6時間と言われているが，女子には こ

れに家事労働時間が加わるのである．強労作の場合は間食を 2 回とし 2) . 芋類 ・かぼちゃ・とうも

ろこ しが季節にこって使用される ．叉稗の廿酒等も用いられている様である（第i4 表）．

1) イ

ロ
.,, 

有山 恒 ：食品の生活科学
フィッシヤー： 蛋白質代謝．

小池五郎：栄蛮生理
鷹背テル ：近代食生活への道

p 21. 

P 189. 

P 14 6. 

ホ高木和夫 ：労働と栄 整．
2 ) 芋 ・1 人 6~7 ケ，かぽちゃ・・ 1 人 500g 位，と

うもろこし 1 本位．
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第 14 表 岩手町年間労働の種類

労慟の種類 ' 
月 別

男 I 女
備 考

木出し，木炭 I炭俵あみ 上の家で3,500 石 男子激労作

1 ~ 2 嬰材所 1石'10 ~ 80 円で約30 万円

I普涌ぱ 1 冬 10 へ 20 万円

3 農作業の準備 1 野良箔のつくろい 1

4 l苗代，田打，畑打 I 同じ I 
5 l蒔付，肥料配合 I 同じ 強労作

6 I田植， タバコ植 I 同じ 苗取り 250 円，牛と行うと 800 円，馬と秤うと 1200 円

7 ~ 8 I草取り 同じ

クバコかり取り

9 ~ 10 野草のかり取り，乾燥 同じ 強労作

暁穀

(1959 年調杏）

以上成人期の労働食は主食偏重食事 という 事が出来るが，労働食の必須条件は主食からカ ロ リー

だけではないのである．筋肉労働の場合はカロリ ーの消費が高まる ので，本能的に主食の量を増す

が，それと併行してビ・l) 夕 t ン B 類 ・良賃蛋白貸が必要である ．

尚三地域中女子の労慟は北山形が一番激しく，更に班娠回類が10 人平均になつている為，労働に

よる消花と，女子特有の生殖党力の為の林の消耗とで，体力が消耗し女子の短命の原因になつてい

る．他の二地域はいづれも女子が長命であるが，北山形だけ短命である．然かも股繁期の最高は 9

月になつているが，死産率も一番 9 月が多くなつている事は問題である．

この様に労働と栄養と休養のアンパランスは，水い間に色々な問題を惹起するのである ．雌民病

と言われる色々 な病気も或程度食物によつて補完し，さける事が出昧るのである ．主食に頼 りすぎ

ず，無機質 ・蛋白質 ・ビ｀タミン類の補給に努力して，過労をさけたいものである．

以上のように労慟食構成は主食偏重食事の傾向を示しているのであるが，これは忙しい程調垣時

間を短縮して生産労働に専念するという表れでもある 2) . 翌類の調理は量が増加してもあまり時間

が力)'>らないのである．そこで労働食慣行には ，短時間に出来るという要素も充分考慮すべきであ

る．

4 饗応食構成

岩手県地方にはまだ身分不相応に過大襄応を行う風習が残つている．その為巨額な借金を 負いそ

れを返済する為に平常食にしわよせガ行われ，栄養を乱し，病気を誘発することとさえなってい

る．その為に生活改善の中心問題として，握応食がとりあげられている．

今饗応食の成立過程をみると，元来は村落の共同生活体が基準になっており ，その地域の生産食

を基準にして行われたものの様である．即ち共同体に於ける生産食慣行として成立したわけで，その

時代は皆同じであった．そこでこの時代の客のみやげものは，その家の生産物が主体であり，山村

そうめんがよく使用され，幽村に於いては白米・餅米 ．のし餅

• まんじゆう等が持参され，都市では金銭や購入物が主件であった．結婚の嫁婿祝いには更に自家

製の麻芍 ・白絹 ・爽綿等が使用された．

1 ) 労働科学研究所 ：農民の早老の研究． 2) 近代食生活への道 P83 ,主食の景と閤理時間の関係．
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その翌応食の内容も客が持参するものの内容によって献立が決つてくる ．山村では豆腐やそば料

珪が主体であり，瓜村に於いては餅料理が行われ，引物には，真綿やのし餅，まんじゆうが使われ

たのであ る．都市では持参するものは金銭であるから ，それ相応の瞑入食叉は飲食店で型応行為が

なされたのである．次の表は或村の客の持参物と翌応食の一例である（第 15 表） ．

第 15 表 昔の客の持参物 と 疫応食の内容

黎応食の種類

葬 式

法 事

精 進 あ け

香 彩I・

白米 3升と 20 0円

餅米 1 斗と !50 0円

そうめん 5 把と 100 円

翌応

白米食と購入食（副食）

餅料理と購入食

そうめんと魚料理

子菓と餅

引

丸
一

食 物

(1959 年調査）

この様に昔は集った もので饗食行為がなされたのであるが，この生産物を主件にした食物から購

入食に変つてきた為，色々な問題が生じてきたのである ．即ち家計の差があ るにもかかわらず，饗

応行為を共同体でもつて行か なければならないので，ないものは借奎 して までも行わなければなら

ない状態である ．現在の費用の出し方について調査 した所， 1 貯金による家， 2 -::;;F 動産をうる家 3

助け合いをして出す家， 4 借金をする家とあった. 1行金をした家は 1) その年は衣食住の生活の面で

きりつめなければならないのである．食費を節約すると家族の健康に害を及ぼし医療費の上昇をみ

る例の多い事は注目すぺき事である ．

次の第16表は岩手町に於ける控応食の実態であ る．

第 16 表 岩手町に於ける冠婚葬祭の実態

地区別i 御 祝 係 不 祝 儀

上層家庭

御祝 500 円叉は酒 l升）

酒 1升叉は 500 円

はなむけ 木綿 1反叉け: 1,000 円

北 1 米 2升叉はそば粉 2升（昔米の粉叉は麦の粉 2升）

結婚式費用

1 日目--御祝 し、の日 1 人 1,50 0円

御馳走引物 1,000 円

酒 1 人 1升

山

2 日目―・共祝し、（＼ヽ たゞ ＼ヽ たものを披謡する）

クル開き

3 日目―疲労祝し、（同級生も呼ぶ）

4 日目ー一涼具のしまい日（母様方）

酒 1 右 ~ 2石位 ( 4 日間）

嫁支度

結婚式も加えて 200 ,000 円

形 1 結納 10 ,000 ~ 15 ,00lJ 円

中層家庭

上層家庭

御悔 500 円又は酒 1升

米の粉 2 升叉はそば粉 2 升

中湧家庭

1 ) 普通1) 年問家計費魚肉代 256'.J 円医療費代 1600 円，結婚式のあつた年間家計費魚肉代 883 円，医療毀2600 円．
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地
御祝 500 円（昔御祝10 円，そば粉 1~2 升

お菓子，酒 1升）

結婚 式

結婚式と披露で2 日間位

I 1 人酒 3 ~ 5 合，費用 50,000 円

I斎譴式料理
I 

区 1

刺身，焼魚，煮魚，甘煮吸物

野菜のおひたし，白米，そば切り ， (1 人3.諄ぷ）

上層家庭

憚祝 1,000 円酒 1 升

御

内

地

区

はなむけ 1, 000 円

庭

御

家圏中堂
、
沼

宮

祝

はなむけ

結婚式賀用

御 馳 走

ロ取

引物

500 円酒 1 升

反物 1 反双は 500 円

！約1,5 ①円

酒 1 人 7 合 ~ l 升，
＼ 

嫁支度 50,000~200,000 円

結納 10,000~20,000 円

御悔 200 円

（昔，御悔10 円そば粉 1~2 升）

まんじゆう（米の粉） 40ケ

砂糖，小豆

（そばの粉まんじゅう 40 ケ，塩小豆）

法事料理

和えもの（こんにやく ，くるみ）

おひた し （ほうれん草，白菜）

なます（大根，ス参）

汁 （とうふ汁）

白 米そば切り ( 1 人3. 5--1 至）

上層家庭

御悔

酒

白

中層家庭

500 

1 升

米 2 升

酒 1升

お菓子 （什鉢に入れて）

まんじゅう i 
だんご どれか10 ケ位

餅 j
不祝儀費用

御馳走 500 円

酒 1 人5合

(1959 年調亜）

饗応食の行われるのは，結婚式披露宴・法事・厄払 ・成人式・孫振舞 ・やとこ・はゞきぬぎ ・枕

下げ・秋仕舞等である ．これらの食物の内容は， 表でも分か る様に生産食を主体として成立したも

のと，購入食品を加えた中間的なものとが多いのである． 昔の狸応食も調査したが，当時は全くそ

の村の生産物が主体になつて饗応行為がなされたのである．

この饗応食は平常は多忙の為調理に時間をかける事が出来ず，原食品のま又食べている生産物を

粉食化し，栄養価を高める為に購入調味料を削合 した点は，睛食形態と類似 した点である ．そこで

饗応食はその地幣の栄養食であるとも言えるのである ．環在は魚肉が多量に購入され，高蛋白 ・高

カロリー食になつている （第17 表）．

栄養渓取の面では，晴食と共に平常の祖食を補

完する栄養食と して大切である . I准睛食は家族全

員平等に摂取出来るが，饗食は特定の家族だけに

限られているのが問題である ．後述するが岩手町

に於いては北山形地区だけ女子の長寿率が低くな

つている．それには色々の原因があるが，この地

区は封建的な考えが強く，女子の外食の機会は殆

んとないのである．従つて家を代表として出る機

会の多い男子の方が，翌応食によつて，栄養が補

第17 表岩手町平常食と袋応食との比較

~ - Ca l 麟白質動物蛋白質
食習 I I (g) I (g) 

2,5 60 75 

100 100 

3500 llO 

136.7 146.6 405.9 

摂瑕最
平常食

指数

I摂取蓋
扱応食

I指数

19 

100 

77 

(1959 年調査）
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給され長寿率が高くなっているとも考えられるのである ．

以上村落の集団のti: としての翌応食が行われる事に対しては間題はない. fljt 昔の生産食時代と同

等の饗応食行為をそのま '>行つている所に色々な 不合珪性が生じてくるのであるそ こで瞑入食を

主体にした場合は家貯に相応した内容で行うぺきである ．社会的誇示と して身分不相応に盛大に行

う為，一家の家計を乱し生活を無祝した慣行が行われ，その為に家族の栄養や健脹に悪い影器を及

ぼさない様，その内容を研究すべきである ．翌応行為の簡素化ではなく，饗応内容の再検討を望む

のである．

5 家計における食物構成

土地構成気候条件等の制約を受ける為，自給食糧のみで完

全な栄養を補袷する事は困難である．各農家は何を自給 し何を購入するか検討して栄養のパランス

を考えるべきで ある．睛入食品の量及ぴ種類は，その家庭や地域のI) 経済状況に制約されている現

状である ．

昔は村落が共同件であった為に自給自足する必要上，必要な食物材料をすぺて生産 していた．近

代に於いては商品生産化の為に生産物が片寄り ，自己生産だけで自給 しようとすると ，栄養の均衡．． 

を得る こと は困難である ．従つてこの様な生産形態では商品化によつて得た収入で，太足な食品を

購入しなければならない． しかし家計維持の面では概して硯金が不足な為，現金収入は他の費用に

廻され，食物は相変らず自給休制をとることが多い為，栄養梱造では共同件時代よりも悪化してい

る場合がある ．

農業生産の商品化傾向は一般的傾向であり ，こ の様な状態で食物を自給自足すれば，栄養欠陥を

生ずる事は必須である ．従つて僅かであつても ，収入の一部を食費にむける事を考えなければなら

ないこの場合最小の費用で最大の栄養効果をあげる為には，どの様な処置がなされなければなら

ないか，それが間題である．

我々の生活はすべて命あつてのものであるから生命力を保腹する順に家計の支出を考慇 したいも

のである ．この点から考えるとは衣食住のII 伯であったが，休の内側から外側へと考えればむ しろ食

衣住の順になるのが辿当である．そこで以上の面がどうなつているかを考察する ことにした．

(1) 生産物利用楷成

第18 表の示す通り食品の睛入率は，それぞれ商品化率の高い地域程多くなつている ．即ち北山形

は商品化率31. 2~;; に対し，朦入率が10.3 劣になつている．御堂は37.9 に対し， 17.9 となって高率を示

家庭の大部分は主に魚肉と調味料を購入するだけで，他は殆んど自給 してい る蜆状である ．

(2) 食糧比構成

/:i, 衣 ・光・住居費ツ3, 他を 1ハの支出を標

準としている．これを基準と してみる時は， 岩手県柴山村の平均食糧費は54.0% で，生活水準の低

い事を示している ．これに対し盛岡市平均は42. 9% となつて生活水準の虹転を示 してい る．更に盛

岡市勤労者世帯平均は39. 9劣 とな り，戦前の水準に近づいている．

これに比較して岩手町はそれぞれ北山形78 .4 兄御堂72 .4彩，沼宮内50 .6劣で，沼宮内を除いた

二地帯は限昇以下の生活となつている ．即ち食うことに追われ，文化的な生活の低いことを示して

いる ．然かも衣食住に対するエ ンケル係数をみると，それぞれ北山形91. 0銘，御堂87 .8髭，沼宮内

76 .4 名となつており ，食生活を合理化する為の購入費の点で，あまりにも問題か多すぎるのである ．

1 ) 鷹括テル ：近代食生活への道
2 ) イ桐原荷見他 ：家庭経営

ス
3

3

8 

p

p 

ロ 横山光子：家庭経済学．，，，、福葉骸他：家庭

経捺．二 松平友子 ：家専経鞘学 ．上下．
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第 18 表 岩手 町 地 区別 食 糧 描成 表

食外

成

ー
副
ー
―

海菜

揺糧

野
介
卵

食

魚

liJ
食主

入

木n" 

購

調
料

， 

食卜夕痰海

成構

菜

賜介
卵

紺食

魚

肉食

全

主

k i 濶
料

， 

狸
／
住
費
ぷ

ケ
数
食
世
／
衣
盆

費
／

毀
か

ソ
係

上
ル
食
糧
／
全
紐

調

成

購

入

率

糧
描

食

逹

自

給

率

物
成
自
家
消
費
率

贔生
利
面
品
化
率

調
査
家
庭
番
号

地

区

別

食 糧 比 (%) 

l 20 .8 79 .2 95 5 74.6 81.1 7.5 64 .0 8 .2 20.31 32 .25 I 1 1 0 67.8 

゜2 40.0 60 .0 99 .8 0 .2 94 .8 93 .3 0 .7 71. 7 6.3 21. 3 11. 0 88 .5 

゜:it 3 33 .9 66 .9 73 27 54 .4 90. 2 8 .7 62 .1 6.8 '22.4 32.1 43.5 18. 7 3.2 

山
4 0 100 .0 96 4 81. 8 95 .5 3.1 63 .5 16 3 12.1 26.1 50.6 23 .2 

゜5 22. 9 77 .1 87 13 74 .3 92.3 4.4 73.0 4.6 18 .0 40. 9 19 .1 31.5 8.2 
形 6 26. 9 73 .1 81 19 72. 4 96. 3 19 .8 65.3 10 .1 4.8 33.] 

゜
23 .3 14.9 1 

地 7 45.8 54 .2 89 11 78 .4 95 .1 4.4 74 .4 2.6 18 .6 34 .6 51.6 13.7 

゜区 8 33.3 65 .7 96 14 100 .0 73.2 15.3 51. 2 8.1 25.4 37.3 

゜
46.8 5.3 ， 34. 3 65.7 89 2 75 .9 91 5 5.4 78 .8 4.8 11. 0 73 .1 

゜
20 .7 1.1 

10 54.2 45.8 92 8 77.5 96 .5 9 .6 72.9 6.3 11.2 31. 4 I 0 55 .5 3.1 

I始｝平/1 31.2 1 68 .811 go I :o 11 78 .4 19 1.o ll 1.s16s.2J 7.4/ 14.51 135 .8116 .5139.0 1 I 3.6[ 

1 63 8 36 .2 74 26 72.4 89 2 21.2 40 9 19 .8 18.1 59 .6 5.3 37 .3 2.7 

御
2 7.7 92 .3 91 ， 79.4 88 .8 3.9 80.4 5."3 9.8 35. 9 3.9 56.5 1. 0 

3 31.6 68 .4 

堂 4 

゜
10) .0 93 7 68 .8 95 .0 6.0 72.2 11.4 10.4 49 .6 36 .2 36.2 

゜5 77 .6 22 .4 81 19 75 .6 90 .2 10.4 61. 9 5. 8 21.9 23.6 6.5 6.5 0,4 
地

6 34.4 65.6 78 22 80 .0 82.6 14 .4 49 .4 17 .2 19 .0 42.6 43 .6 43. 6 14 .6 

区 7 39.3 60.7 73 27 65.l 87.4 30 9 54.l 7 .1 8.8 90 .0 8, 1 8 .1 

゜8 44.7 55. 3 85 15 69 .4 81.3 10.9 74 .8 8.2 8 .1 77 .6 12.4 12 .4 

゜三1137 .9

沼 1 0 

宮 2 0 

: 3 0 

区 4 0 

1平均II。I 
盛岡市全
世帯平均 1

”市勤労
世帯平均 I

檻山村 I

s2 .1[l s2 [rn [[ n .4[a1.s : 12.4 [61.9[10 .e/ 13 .7[ i [s4 .2[16 .6・2s.1 [ [ 2.7[ 

0 lOJ 48.3 92 .2 16 .0 63.5 8.2 9 .8 0 .5 16. 0 63 .5 8 .2 9 .8 0 .5 

0 100 60 .2 69.5 22.9 57.113.0 5.7 1.3 22 .S 57.1 13. 0 5. 7 1.3 

O 100 43.4 79 .3 27.3 32.4 3'.J .2 9 .5 0 .6 27.S 32.4 30 .2 9 .5 0 .6 

0 100 50.5 65 .8 23.8 2J.5 32.2 8 .3 0.4 29. 8 2).5 32 .2 8.3 0 .4 

0 I O [100 II 5').6 [70 .4/ [24 .0146 .4 20 .91 8 .3[ 0 .7[ [24.0 ,4 6.4 [20 .9[ 8 .3[ 0. 

0 100 42 .9 72.6 33 .3 30 .l 19 .? 10.3 4.8 36.3 30.l 19 .7 10.3 4.8 

0 100 39.9 71 .4 34.S 31.0 18 .6 12.5 4.0 34 .8 31. 0 18.6 12.5 4 .0 

16 4 36 54.0 87.6 63.3 14 .1 13 .0 8.0 0 .2 25.6 0 36 .7 8.6 

0 

0 

0 

0 

(1957 年調査）

更にその全食糧楷成を全食糧構成比と購入食糧比とにわけて分析してみたが，稗生産食地帯程主

食比が高く，購入食地帯程主食費は低下する傾向を示している．尚購入食糧比を生産食家庭と購入

食家庭とにわけて分析してみると，生産農家に於いては賭入食費中の第一位は調味料比45 % であり

次が魚肉卵の34.1劣となつている．この事は生産農家に於ける購入食品の刹用が，調味料から入っ

ている事を示 している， これによつて自給食物の完全利用を調味料によつて行っているとも考えら

れるのである， 7c こで生産農家に於ける購入食指等の第ーは，この調味料指等から入る事が肝要で

はないだろうか調味料による栄善成分の恋力nと，消化力の耽長は重要な問題である（第 3 図） ．
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詞 味 料

45 .0 

34.1 

第 3 図

第 19 表

,.,_, 
后 手 町 購 入 食糧 構

主食

4:6.3 

成

(3) 階層別食糧費

更に階層別に検討を加えたも のが第19 表である．

岩手町階暦別食糧調逹構成別食糧毀表

二 村

沼

宮

内

町

購
入
食
家
庭

別
階 層 別
調査農家

上

中

下

購 入 率

100 

100 

100 

魚肉卵代

11, 824 

6,962 

1,366 

調味料代

29 ,42 7 

10 ,647 

5,0 93 

主食糧代

北 上 16.3 3,067 1, 525 14,120 

山
中 8.8 1,560 1, 043 19,436 

生 形

村 下 0 .2 1,515 180 17 ,319 
I 

日ゞ,芝・ 

I 

I 

御 上 22 .5 7,360 4,621 18 ,34 9 

＾ 具
,u<, 呈 中 18 .5 2,011 3.1 34 22 ,266 

村 下 7.0 651 891 19,528 
家

庭
平 上 19 .4 5,214 3,073 16,234 

中 13. 7 1, 786 2.089 20 ,85 1 

掏 下 3 .6 1, 083 
I 

535 18 ,4'.<3 

(1959 調査）

14, 010 

12 ,96 2 

21, 016 

肉卵代と調味料の利用率が低下している事が注目される．尚これをエ ンゲル係数との関係において

魚肉卵代 ・調味料代・主食代をみても ，エンゲル係数の高い程主食費は多く，エンゲル係数の低い

程魚肉卵代・調味料代が多 くなるのである（第 4 図） ．貧 しい程殻類に依存する傾向が強く，富め

る程魚肉類の摂取が高くなる傾向を示している事は，食生活改善の間題点でもある．

以上の事から食物のアンバランスを購入食品で補完するのであるが，その源泉である経済力は，

商工業者を中心 とする都市部はともかく ，生産食家庭においては，生産食的にも収入的にも，栄養

の均衡をはかるには，最 も困難な状態にある ．本調査では一応健賑は（呆持 しているが，棟極的に健
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恨行食と健康の相関関係の研究 （その 1) (滋 'fit)

康を増進する様な栄養楷成ではない．こ

れを改善する為に商品化作物の推進を計

り，合理的な購入食を加える事が，急務

であると考えられる．

6 慣行食の健康に及ぽす諸問題

第20 表は岩手町における慣行食の変質

である ．

生産食品の変質や，交通条件の変化の

色々な社会条件の変質によつて，慣行食

にも変化が起つてくるのである ．主食は

水稲や陸稲の生産高の増加によって，稗

単食から米の混食に変り，そばや粟・き

び等の雑穀の摂取量が減少しきている（

第 5 図）．副食の点では交通が便利にな

つてから鮮魚が入手し易 くなり ，昔は塩

魚や干魚が多かったのに比較して，その

摂取量に大きな変化を来た している．大

豆製品のとり方では，昔は豆叙や木の実

を黄粉にまぶして食ぺたので，その摂取

量が多かったが現在では食品加工の近代

化によつて，家庭内の主婦の手から社会

の共同体に移行した為，入手し易くなり

大豆そのものよりもその製品が多くなっ

ている．又商品化作物である煙草 ・キャベッ ．果物・アスパラ 等の増加に伴つて現金収入が多くな

り，購入食品が増加し闘味料の使用量が高まつている ．この事は自家生産だけで成立していた慣行

食に，消化吸収や食慾増進の面で大きなプ ラスを与えているのである．

100 

110 

ユンゲIし係牧

計
・・-……ー主 食

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

iO 

％ 

·····.•............... 

／ ーーニニ戸ぞーニ---.

北
出
約
村

御
皮
村

沼
，
ー
3

内

第 4 図 岩 手 町 エンゲ ル係数

第 20 表 岩手町に於けろ献立の変忍

献 ii＇ . 昔 現 在 備 考

米
稗だけ 米 3 稗10 の混食 くりは乾燥してからをと

主 ＾ 足
稗

稗， 麦， じやが＼ヽ も 粉食多 くなくなる． り飯前に食ぺた．

そ ば
くり， そば

どんぐり

味 咽 合せ方 漿油の使い方多くなって

大豆 ：塩 大豆：塩 味噌の使用星祓る．

l : 0 .4叉は 1 : 0.5 1・ ・0.3 

豆の量 1 人8 升~ l斗

副食物 I大
豆 含豆の時のみ） 豆腐，納豆多くなる．

きな'--' きなこ少なくなった．

塩魚，塩辛，干物生魚は
生1魚週平多均くな4 ~る．5 回 全般的に生魚多くな種り類， 

魚 正月或はイワシ， タラ 多料碑くの数，調味料の
10 日に 1 回 なる．
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演 物 1I たくあん
たくあん

大根葉，しその葉 白菜

山菜， 山東菜 キヤベッ，山東菜

おひたし 1 そばの若み芽その
ほうれん草 I 

（ たれ） （しよう油） I 
睛食のとき天ぷら キヤベツ，ナスの油＼ヽため油

調味料 みそのたれ I 月 3升 (10 人）
I しよう油 月 2 升 (10 人）

牛 乳 ！I I 幼児，老人が呑むように 1 
なった．

600 

500 

400 

30 0 

200 

10 0 

井
数

A
J
I
l
l
l
l

ー
／
ー
／

IIIIIII/II I
-

26~ 
―----29 奸―--32 If 

し/_,,. / 

,ji,,_ 

秘

柊

科
j ツ >l ヽ

麦

大

豆

第5 図 岩手町主食作物生産高の変質

cal 

摂取量
昔

指数

摂取星
現在

指数

(1959 年調柾）

叉酪幽の振興に伴つて牛乳の生産が高

まり ，商品化と共に飲用率も上昇 してき

ている事は，地域の健康に明瞭に表われ

ているのである．

以上生産食品の変質，商品化作物の増

加，酪羞の振呉，交通条件の変化によっ

て，雑穀食から米混入食に変り ，副食の

面でも鮮魚類が増加し，牛乳や調味料が

多くなつてきた事は，岩手町に於ける大

きな慎行食の変質である．

一方こうした食品の増加や，食品の精

製の近代化，台所改善による調珪時間の

短紬，調理用具の近代化に伴う献立の変

化は，一般に消化性と嗜好性を充分に与

えたのである ．所が原食品から過度の精

製食品の増加，ー物全体の調理から白色

部分や美味成分のみの部分食調理は，底

棄部分に多含する無機質 ・ビ タミンの点

に大きな差を生じている事は見逃せない

問題である．次の表は慣行食の変化に伴

う栄養摂取量の変化 である（第2 1表）．

第 21 表 岩手町栄 姿 摂取蓋の変質

I総蛋白質 量白胃 Ca (mg) Iv. A (I. u)!v . 比 (mg)V .B2 (mg ) V.C(mg) 
Cg) C,,:) I 
63 10 400 4,500 1.84 i 1.01 115 

100 10 0 lCO 100 100 100 : 100 100 

I 75 19 395 2.167 1.01 : 0.99 65 

I 141.5 190.0 98 .8 1 48 .2 54 .8 i 98 .0 56.5 

2,450 

2,560 

104.4 

(1959 年訊呪0
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潰行食と健康の相関関係の研究 （その 1) （腐括）

この様な栄養摂取量の変質が，健原にど の様な影菩を与えてき たかを検討 してみる と第22・23 表

の通りである．その中特に変質の著明な栄養性疾息と ，乳児死亡率の変化を図示したのが第 6 図で

ある．
第 22 表 年 次 別 乳児死 亡 率 （出生 1, 000 対率）

ふ 州 24 I 2s I 
国 62 .5 60 .1 

88.8 89 .9 

岩手保健所 94.3 . 102.8 

• J 8:8~11, 6~2 9~1 8:1,-8: 召61 1'. : 8~:, !:.[ 1: 」,:., 1'.: 8 ,;-0 9~8 : 8 

竺 27 I 28 I 2'.J I 30 I 31 I 3汀
49.5 : 49. 1 44.7 39.3 140 .74 0 .1 34 .4 

I 
72 .1 76. 1 71.7 94.76 6.564.4 52.8 

n .6 - I 49.1 81. 7 n .979 .377 .563.7 

沼 川 一 御計沼 川 i一御計沼 川 一 御計

42.418. ,ss_'56.1 SB .3 26 .3 75 .81" -'," -0 66. 533. 3 141.386.'69 .3 82 .' I ! 
83 . 7 3.6795 .07 3.0 

（岩手保健所質料より）

26 

全 57 .1 

県 90 .4 

94.6 

岩手

ン~10 国

県

岩手保随所

岩手 町

策 23 表

年次
: 肺炎脳卒中喜天旦1老

岩手県年次別病類別死亡数

装I不慮の
事故癌

心臓胃腸炎
疾患大腸炎 ご全結核 喘 計

25 32 24 25 8 ， 8 ll 8 20 14 93 252 100.0 

29 20 26 23 13 14 7 12 14 2) 8 89 251 99 .6 

27 25 25 21 8 10 8 11 13 ll 6 64 202 80 2. 

28 27 25 23 ， 8 5 12 ， 15 11 67 212 84. 1 

29 31 31 23 ， ？ ， 14 7 ， 4 46 190 75 .4 

平均 27.0 23.4 24 .0 9. 4 9.6 7.4 12 .0 10 .2 15.0 8.E 71. 8 221.4 78.5 
I 

息その他 指数

200 

100 

~: こ
与lJ'l fi 心卒

指

数

第 6 図

' 牙度 25 29 32 

岩手町栄衷性疾患の年次別比較

p 1 ) 小池五郎：人体生理と栄蛮

（岩手町勢嬰吃によ る）

この様に乳児死亡率が特に減少してきたのは，慣行

食が，白米 魚肉蛋白質 ・調味料の増加に伴つて発育

食に良好な条件を完偉 して きた事を物語るのである ．

所が一方において，高血圧や心臓病が激増しているの

は，食品の高度の白色化，雑穀の減少，食品の美味成

分の部分食化等のためである 1) • 老人期に必要な無機

貨 ・ビタミンが欠乏し，その為に栄巻性の疾患が激増

してくるのである．

尚酪股振興によつて牛乳の飲用が高まり ，酪股振興

311, 
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部落に大きな慣行食の変化を与えたのである. 7 ケ年の長期にわたる家計簿によつて，その食費と

医療費の相関をみると，牛乳飲用によつて食物構成比中主食が減少し，疾療費の減少を来している

事は注目すへき問題である（第24・25 表）．

年

第 24 表 岩手：！「［食費 ・医療費相関年次表 （批柑別）

・エソゲ Jじ係数
網費 食糧賀／

／全経費(;!G) I る）I (%) __ _ 
調味料比医療賀附

円

27 54.7 80.3 4.7 

28 67 .0 94.8 5.7 
10 .300 

29 65.8 94 .9 6.4 

30 54.6 94.2 6.4 
酪農開始

31 65.3 94 .5 6.4 

32 64.5 93 .9 6.8 8.733 

33 64 .5 93 .9 
I 

7.2 

平 均 62.3 92 .3 l 6.2 I 9.629 

第25 表 酪農実施前後における食 ・医相関

＼食医！酪農実施前 酪農実施後

・食 主 食 100 7o .O 

魚介肉卵 100 67.8 

費 調 味 料 100 210.6 

医 療 費 100 72 .7 

(1959 年調査）

9
じ
1
-

―ロ

(1959 年濶在）

叉牛乳飲用の学校 と飲用しない学校との

成長係数を比較すると，飲用しない学校

を100 とすると 12 0 という数字を示してい

る．牛乳は年令を問わず必要な栄養を含

む完全食品である．

我々は人生の過程によつて必要な食品

を知り ，近代栄養科学から自給食品を生

産し，購入食品を撰択 してその生活集団

に普及し，長寿を全うする慣行食を発見

する事が肝要であ る．慣行食と健康との

相関は次号で述べ る事とする．

(1959, 12, 1) 
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